






The president Makino’s discourses at the general meetings
of the Fudo Saving Bank
Kohei Tsunemi
不動貯金銀行　牧野元次郎　株主総会
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































銀行の信仰となって 25年目の昭和 10年７月 25
日第70期定期株主総会のことである。次のよう
な言葉とともに、安置された大黒天への礼拝を
参加者一同に求めている。「（創業以来の銀行の
成長発展については）大黒様のお蔭と申上げる
より他に申しようもないのであります、就きま
しては此の機会に於きまして皆様と共に一言お
礼を申上げたいと思ひます、御迷惑であります
るが総起立をお願ひ致します（といひつつ壇上
の頭取は大黒様の神殿に向つて拍手、一同起立）
大黒様！本行が今日あるは全く大黒様のお蔭で
ありまして感謝の念に堪へませぬ、茲に株主諸
君と共に厚く御礼を申上げます……どうぞ皆さ
ん拍手を願ひます、（一同拍手……）有難う御座
不動貯金銀行頭取牧野元次郎の株主総会での言説をめぐって
－ 56－
いました（『続・牧野頭取講演全集』176頁）。礼
拝のために起立を促す言葉に「御迷惑でありま
するが」とある。不動貯金銀行全行の信仰対象
であるが、牧野の態度はあくまで控えめなもの
にとどまっている。
　「ニコニコ主義」にいたっては、株主総会で言
及されることはまったくない。ニコニコという
言葉が出てくるのは、商品名「ニコニコ貯金」
「ニコニコ貸金」の二つだけである。
　しかしながら、同じ株主を聴衆とする評議員
会となると、発言に変化が見られる。記録の残
されている４回の評議員会のうち３回で「大黒
様の銀行」「大黒様の御加護」といった言葉が繰
り返される。株主総会と評議員会、このふたつ
の会議、構成メンバーは共通している。しかし、
牧野の講演からは、議決機関である株主総会と
そうではない評議員会との違いを明確に意識し
ていることがうかがえる。
Ⅴ　おわりに
　ここまで牧野元次郎の株式総会での発言内容
を見てきた。
　まだまだ十分な分析はできていない。残され
た資料が限られていることからくる制約も少な
くない。しかし、ここから次のような点を読み
取ることができるだろう。
　不動貯金銀行は、牧野元次郎の個人銀行と
言っても言い過ぎでないほど、その経営は、牧
野の手腕に依存している。しかも、牧野は自ら
の心霊主義や神秘体験を経営判断に用いている
ことを隠すことなく、披露している。それは牧
野個人の信条にとどまらず、「大黒天信仰」「ニ
コニコ主義」として不動貯金銀行の全体の信仰
にまた高められている。不動貯金銀行は、震災
や金融恐慌などの「財界変動」に際して、危機
に遭遇する直前に、思いがけない経営判断を実
行することによって、危機回避し、逆に成長の
契機としている。それは、関東大震災の前に、不
動産担保貸付から撤退する。また、金融恐慌が
生じる前に、所有していた有価証券の大半を売
却するといった行動に表れている。こうした行
動の結果、ほとんどの金融機関のような巨額の
不良債権そして損失を抱え込むことはなかった
のである。
　こうした行動について、株主総会において牧
野は、「不思議」という言葉で説明している。「然
るに当行は、不思議にも……不思議にもお陰を
被りまして、大正九年の如きは株式から受ける
損害は少しもございませんでした」「誠に不思
議にも災難をのがれて来て居りまして」（昭和２
年７月25日第54期定期株主総会、『牧野頭取講
演全集』）。これは、論理的な説明とは言えない
説明である。
　この点だけに注目するならば、不動貯金銀行
は、信仰をベースに経営される非合理的な経営
を行ってきた銀行と判定されることになる。し
かし、株主総会での牧野の発言からは、「大黒天
信仰」や「ニコニコ主義」をうかがえるものは、
限られている。逆に、具体的な数字をあげ、判
断の根拠となる計数を明らかにしながら説明す
るという語りが主流を占めているのである。こ
の点は、石山賢吉による不動貯金銀行について
説明「牧野氏が数理的に頭のよかつた事」（『牧
野元次郎氏を語る』ダイヤモンド社昭和 12年、
79頁）と合致している。数字を扱う銀行経営者
としては当然と言えるかも知れないが、株主総
会での発言は、そうした点を明瞭に示すものと
なっている。
　支店支配人や外勤員などの従業員に向けての
発言では、「大黒天信仰」や「ニコニコ主義」を
強調し、「独特の精神作興主義で外務員を教育
し、勇気と希望をあたえ、彼らが積金勧誘に使
命感を持つようにしむけ」ることに力を注いで
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いる。いっぽう、株主に対する発言では、数字
をベースにした詳細な説明が試みられている。
不動貯金銀行の株主には、牧野元次郎と何らか
のつながりを持つ人々が少なくない。とりわけ
大株主である初期からの株主は、牧野と何らか
のつながりを持つ人々である。こうした点から
も、増資による株主数の増加があるとはいえ、牧
野元次郎の銀行であるとの不動貯金銀行の性格
に変化はない。しかしながら、株主総会での牧
野の発言は、経営状況の報告や利益処分案の説
明に示されるように、数字に基づく合理的な説
明に終始するものであった。
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